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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションのための方法であって、
　周辺デバイス（１１６、４１６）のマイクロフォン（１０８、４０８）によってオーデ
ィオ信号（１１４、４１４）の表現を登録すること（５０２）、
　データ処理ユニット（４２２、４３０）によって、前記オーディオ信号（１１４、４１
４）の前記登録された表現をフィードバック画像データへと処理すること（５０４）、
　前記周辺デバイス（１１６、４１６）のディスプレイ（１１２、４１２）上に前記フィ
ードバック画像データを表示すること（５０６）、
　前記オーディオデバイス（１０２、４０２）のカメラ（１０６、４０６）によって、前
記ディスプレイ（１１２、４１２）上に表示される前記フィードバック画像データを取得
すること（５０８）、及び
　前記カメラ（１０６、４０６）によって取得された前記フィードバック画像データに基
づいて、前記オーディオデバイス（１０２、４０２）のオーディオ再生に影響を与える設
定を変更すること（５１０）
を含む方法。
【請求項２】
　前記オーディオ信号（１１４、４１４）の前記登録された表現をフィードバック画像デ
ータへと処理すること（５０４）が、前記周辺デバイス（１１６、４１６）のデータ処理
ユニット（４２２）上で実行される、請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　ラウドスピーカ（１１８、４１８）によって前記オーディオ信号（１１４、４１４）を
発することを更に含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記オーディオ信号（１１４、４１４）を発することが、前記オーディオデバイス（１
０２、４０２）のラウドスピーカ（１１８、４１８）によって実行される、請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記フィードバック画像データが、静止画像（２００、３００）又はビデオシーケンス
を含む、請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記フィードバック画像データが、ＱＲコード（３０２）、バーコード（２０４）、テ
キスト（３０４）、及びダイアグラム（２０２）のうちの少なくとも１つを含む、請求項
１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記フィードバック画像データが前記オーディオデバイス（１０２、４０２）のオーデ
ィオ再生に影響を与える前記設定の変更の仕方の表現を含むように、前記データ処理ユニ
ット（４２２、４３０）によって処理すること（５０４）が、前記オーディオ信号（１１
４、４１４）の前記登録された表現を処理することを更に含む、請求項１から６のいずれ
か一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記オーディオデバイス（１０２）のデータ処理ユニット（４２０）によって、前記フ
ィードバック画像データを処理（５０４）し、前記オーディオデバイス（４２０）のオー
ディオ設定の変更の仕方を決定することを更に含む、請求項１から７のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項９】
　前記周辺デバイス（１１６、４１６）が、携帯電話、携帯情報端末、コンピュータ、タ
ブレットコンピュータ、又はオーディオキャリブレーションデバイスであり、前記周辺デ
バイス（１１６、４１６）が、マイクロフォン（１０８、４０８）及びディスプレイ（１
１２、４１２）を備える、請求項２から８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記オーディオデバイス（１０２、４０２）が相互通信ステーションである、請求項１
から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションのためのシステム（１００、４０
０）であって、
　カメラ（１０６、４０６）及びオーディオ設定ユニット（１０４、４０４）を備える前
記オーディオデバイス（１０２、４０２）、
　マイクロフォン（１０８、４０８）及びディスプレイ（１１２、４１２）を備える周辺
デバイス（１１６、４１６）、及び
　データ処理ユニット（４２０、４２２、４３０）を備え、
　前記マイクロフォン（１０８、４０８）が、オーディオ信号（１１４、４１４）の表現
を登録するように構成され、
　前記データ処理ユニット（４２０、４２２、４３０）が、前記オーディオ信号（１１４
、４１４）の前記登録された表現をフィードバック画像データへと処理するように構成さ
れ、
　前記ディスプレイ（１１２、４１２）が、前記フィードバック画像データを表示するよ
うに構成され、
　前記カメラ（１０６、４０６）が、前記ディスプレイ（１１２、４１２）上に表示され
る前記フィードバック画像データを取得するように構成され、及び
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　前記オーディオ設定ユニット（１０４、４０４）が、前記カメラ（１１８、４１８）に
よって取得された前記フィードバック画像データに基づいて、前記オーディオデバイス（
１０２、４０２）のオーディオ再生に影響を与える設定を変更するように構成される、シ
ステム。
【請求項１２】
　オーディオ信号（１１４、４１４）を発するように構成されるラウドスピーカ（１１８
、４１８）を更に備える、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記オーディオデバイス（１０２、４０２）が前記ラウドスピーカ（１１８、４１８）
を備える、請求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記フィードバック画像データが、ＱＲコード（３０２）、バーコード（２０４）、テ
キスト（３０４）、及びダイアグラム（２０２）のうちの少なくとも１つを含む、請求項
１１から１３のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記フィードバック画像データが前記オーディオデバイス（１０２、４０２）のオーデ
ィオ再生に影響を与える前記設定の変更の仕方の表現を含むように、前記データ処理ユニ
ット（４２２、４３０）が、前記オーディオ信号（１１４、４１４）の前記登録された表
現を処理するように構成される、請求項１１から１４のいずれか一項に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションのための方法及びシス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　オーディオデバイスの聴覚経験は、オーディオデバイスのオーディオに影響を与える設
定の変更によって変えることができる。つまり、オーディオデバイスのボリューム、バラ
ンス、トレブル、及び／又は位置などの設定、又はその一部を変更して、望む聴覚経験を
得ることができる。しかしながら、オーディオデバイスの設置者及び／又はユーザにとっ
ては、聴覚経験に基づいてオーディオに影響を与える設定にアクセスして設定を行うこと
は、複雑な作業である。オーディオデバイスの環境によって聴覚経験が影響されることに
より、状況は更に複雑になる。環境は、例えば、聴覚経験が影響を受けるような周囲音並
びに音を妨げる物体が含み得る。オーディオデバイス又はそのパーツは、更に、設置者及
び／又はユーザから視覚的に妨げられるか、及び／又は距離を置いて配置される場合があ
り、これにより、聴覚経験を変えるためにオーディオデバイスのオーディオに影響を与え
る設定を効率的に変更することが妨げられる場合がある。
【発明の概要】
【０００３】
　本発明の目的は、オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションを実行するため
のより効率の良い方法を提供することである。
【０００４】
　本発明の第１の態様によると、この目的及び他の目的は、オーディオデバイスのオーデ
ィオキャリブレーションのための方法を提供することによって達成される。この方法は、
オーディオ信号の表現をマイクロフォンによって登録すること、データ処理ユニットによ
って、オーディオ信号の登録された表現をフィードバック画像データへと処理すること、
フィードバック画像データをディスプレイ上で表示すること、ディスプレイ上に表示され
るフィードバック画像データをカメラによって取得すること、及びカメラによって取得さ
れたフィードバック画像データに基づいて、オーディオデバイスのオーディオに影響を与
える設定を変更することを含む。
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【０００５】
　オーディオ信号という用語は、任意の聴覚信号として理解するべきである。一実施形態
では、オーディオ信号には、約２０から２０、０００Ｈｚのオーディオ周波数範囲内の周
波数が含まれてもよい。つまり、オーディオ信号には、人間が聞き取れる少なくとも１つ
のトーンが含まれる。オーディオ信号には、時間的に同時的又は連続的である複数のトー
ンが含まれてもよい。オーディオ信号には、オーディオ周波数の範囲外、すなわち、人間
の聞き取り限度を越えた周波数であるが、音声マイクロフォンによって登録することがで
きる周波数が含まれてもよい。オーディオ信号は、周囲音から生じることができる。オー
ディオ信号は、ラウドスピーカから発せられてもよい。
【０００６】
　フィードバック画像データという用語は、オーディオ信号の送信者への応答としてフィ
ードバックするデータとして更に理解するべきである。フィードバック画像データは、デ
ィスプレイ上の画像として、例えばピクセルによって、表現（すなわち視覚化）されても
よい。つまり、フィードバック画像データには、光学機器によって読み取り可能なデータ
の表現が含まれてもよい。
【０００７】
　この方法の利点は、情報チャネルがカメラとディスプレイとの間に確立されることであ
り、この情報チャネルを通して、オーディオ信号の登録された表現から生じるフィードバ
ック画像データを伝送することができ、この情報チャネルに基づいて、オーディオデバイ
スのオーディオに影響を与える設定を変更することができる。つまり、マイクロフォンに
よって登録され、認識されたオーディオ信号に対するフィードバックは、ディスプレイを
介して提供され、オーディオデバイスのキャリブレーションを促進する。
【０００８】
　新しい情報チャネルを開くことによって、カメラとディスプレイとの間にある、ネット
ワークチャネルなどの共通チャネルの帯域幅における制約が軽減される。オーディオデバ
イスの単純でコスト効率の良いオーディオキャリブレーションが得られる。この方法では
、所望する聴覚経験を得るように、オーディオデバイスの設置者及び／又はユーザのため
の単純化が行われる。
【０００９】
　オーディオ信号の登録は、周辺デバイスのマイクロフォンによって実行されてもよい。
これによって、オーディオデバイスの設置者及び／又はユーザは、周辺デバイスを使用し
てオーディオ信号を登録することができる。これによって、オーディオ信号の表現の効率
良く且つ再現可能な登録は、例えば、特定の設置者及び／又はユーザのオーディオ登録能
力とは無関係に提供される。周辺デバイスによって、マイクロフォンをオーディオデバイ
スに対して効率良く位置決めすることが更に可能になる。オーディオデバイスに対して様
々な距離を有し得る様々な位置で周辺デバイスの位置決めが可能であることにより、オー
ディオデバイスのキャリブレーションの改善を達成することができる。つまり、複数のキ
ャリブレーションポイント、すなわち、オーディオデバイスの位置に対する周辺デバイス
の位置を使用することにより、オーディオデバイスのキャリブレーションの改善を達成す
ることができる。
【００１０】
　オーディオ信号の登録された表現をフィードバック画像データへと処理することは、周
辺デバイスのデータ処理ユニット上で実行されてもよい。この利点は、更なる処理手段を
一切必要とせずに、フィードバック画像データを周辺デバイスによって提供できることで
ある。周辺デバイスと周辺デバイスの外部の他のデータ処理ユニットとの間の通信は、フ
ィードバック画像データを提供するために必要ではない。これによって、オーディオデバ
イスのキャリブレーションのための単純でコスト効率の良い方法が提供される。
【００１１】
　フィードバック画像データの表示は、周辺デバイスのディスプレイ上で実行されてもよ
い。したがって、フィードバック画像データは、カメラがフィードバック画像データを取
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得することができるように、単純で直接的な態様でカメラに対して提示されてもよい。フ
ィードバック画像データは、例えば、オーディオデバイスの設置者及び／又はユーザに対
して更に表示されてもよい。フィードバック画像データを表示するための追加手段が必要
ではないため、オーディオデバイスのキャリブレーションのための単純でコスト効率の良
い方法が提供される。周辺デバイスに対してアクセスを有するオーディオデバイスの設置
者及び／又はユーザは、効果的な態様で、フィードバック画像データに更にアクセスする
ことができる。
【００１２】
　フィードバック画像データの取得は、オーディオデバイスのカメラによって実行されて
もよい。これによって、オーディオデバイスは、表示されたフィードバック画像データに
直接アクセスすることができる。これによって、ディスプレイからオーディオデバイスに
フィードバック画像データが効率良く伝送されることがもたらされる。
【００１３】
　この方法は、ラウドスピーカによってオーディオ信号を発することを更に含んでもよい
。これによって、オーディオ信号のトーンスペクトラム（ｔｏｎｅ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ）
及びボリュームなどの物理特性の制御の改善を得ることができる。これによって、オーデ
ィオ信号の望ましい分光分布及び振幅分布がもたらされることができる。オーディオ信号
の発出の望ましい時間分布を更に達成することができる。
【００１４】
　適切なラウドスピーカを選択すること及び／又はその位置を制御することによって、オ
ーディオ信号の発出の方向性を制御することができ、それにより、マイクロフォンがオー
ディオ信号の表現を効率良く登録することができる。
【００１５】
　オーディオ信号の発出は、オーディオデバイスのラウドスピーカによって実行されても
よい。オーディオデバイスの動作中に使用されるラウドスピーカをオーディオ信号の発出
のために更に使用することができるため、オーディオデバイスのオーディオキャリブレー
ションの改善を達成することができる。これによって、オーディオデバイスのオーディオ
キャリブレーションをもたらすための単純で効率良い方法を提供することができる。
【００１６】
　フィードバック画像データは、静止画像又はビデオシーケンスを含んでもよい。静止画
像又はビデオシーケンスは、フィードバック画像データを効率良く提供することができ、
フィードバック画像データに基づいてオーディオデバイスのオーディオに影響を与える設
定を変更できる。
【００１７】
　フィードバック画像データは、ＱＲコード、バーコード、テキスト、及びダイアグラム
のうちの少なくとも１つを含んでもよい。これによって、明確で分かりやすいフィードバ
ック画像データを提供することができる。オーディオ信号の登録された表現が、明瞭且つ
単純に提示される。
【００１８】
　ダイアグラムという用語は、ここでは、白黒の及び／又は彩色されたグラフ、ヒストグ
ラム、又はチャートとして、データの２次元及び３次元のビジュアライゼーションを含む
と更に広く解釈するべきである。
【００１９】
　データ処理ユニットによって処理することは、フィードバック画像データがオーディオ
デバイスのオーディオに影響を与える設定の変更の仕方の表現を含むように、オーディオ
信号の登録された表現を処理することを更に含んでもよい。したがって、カメラによって
取得されたフィードバック画像データに基づいて、オーディオデバイスのオーディオに影
響を与える設定の変更の仕方の表示を提供するための効率の良いチャネルが提供されても
よい。オーディオに影響を与える設定の変更の表現を提供することによって、効率の良い
オーディオキャリブレーションが達成され、これにより、望ましいオーディオ経験を達成
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することができる。オーディオデバイスの単純でコスト効率の良いオーディオキャリブレ
ーションが更に提供される。
【００２０】
　この方法は、オーディオデバイスのデータ処理ユニットによって、フィードバック画像
データを処理し、オーディオデバイスのオーディオ設定の変更の仕方を決定することを更
に含んでもよい。これによって、フィードバック画像データに基づいてオーディオデバイ
スのオーディオに影響を与える設定は、オーディオデバイスによって効率良く変更されて
もよく、それによって、オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションが実行され
る。
【００２１】
　周辺デバイスは、携帯電話、携帯情報端末、コンピュータ、タブレットコンピュータ、
又はオーディオキャリブレーションデバイスであってもよく、周辺デバイスは、マイクロ
フォン及びディスプレイを備える。これによって、オーディオデバイスのオーディオキャ
リブレーションのための汎用性が高い方法が提供される。
【００２２】
　オーディオデバイスは、相互通信ステーションであってもよい。
【００２３】
　相互通信ステーションという用語は、２つの別々の位置の間の片方向又は双方向の可聴
通信（それぞれシンプレックス通信又はデュプレックス通信とも呼ばれる）を可能にする
ステーションとして理解するべきでる。デュプレックス通信は、フルデュプレックス又は
ハーフデュプレックスであってもよい。相互通信ステーションは、したがって、ポイント
ツーポイント通信を可能にする。相互通信ステーションは、例えば、相互通信ステーショ
ンに向かって話をする人が、相互通信ステーションから離れた場所でも聞かれることを可
能にすることができる。相互通信ステーションに近い人は、相互通信ステーションを介し
て更に通信することができる。
【００２４】
　本発明の第２の態様によると、オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションの
ためのシステムが提供される。このシステムは、オーディオ設定ユニット、カメラ、マイ
クロフォン、データ処理ユニット、及びディスプレイを備え、マイクロフォンは、オーデ
ィオ信号の表現を登録するように構成され、データ処理ユニットは、オーディオ信号の登
録された表現をフィードバック画像データへと処理するように構成され、ディスプレイは
、フィードバック画像データを表示するように構成され、カメラは、ディスプレイ上に表
示される前記フィードバック画像データを取得するように構成され、及びオーディオ設定
ユニットは、カメラによって取得されたフィードバック画像データに基づいて、オーディ
オデバイスのオーディオに影響を与える設定を変更するように構成される。
【００２５】
　このシステムは、オーディオ信号を発するように構成されるラウドスピーカを更に備え
る。
【００２６】
　オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションのためにシステムの機能及び利点
は、この方法に関連して以上で説明される。上述した特徴は、適用可能である場合、この
第２の態様にも同様に適用される。
【００２７】
　本発明は、特許請求の範囲に記載されたすべての可能な特徴の組み合わせに関連するこ
とが留意される。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　本発明のこれらの態様及び他の態様は、本発明の実施形態を示す添付の図面を参照しな
がら、これより更に詳細に説明される。図面に示すように、層と領域のサイズは、図示目
的のために拡大されており、したがって、本発明の実施形態の一般構造を示すために提供
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される。類似の参照番号は、全体を通して類似の要素を指す。
【００２９】
【図１】本発明の１つの実施形態に係る、オーディオデバイスのオーディオキャリブレー
ションのためのシステムを示す。
【図２】本発明の１つの実施形態に係る、フィードバック画像データの表示を示す。
【図３】本発明の別の実施形態に係る、フィードバック画像データの表示を示す。
【図４】本発明の別の実施形態に係る、オーディオデバイスのオーディオキャリブレーシ
ョンのためのシステムを示す。
【図５】本発明の１つの実施形態に係る、オーディオデバイスのオーディオキャリブレー
ションのための方法を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　これより、本発明の現在の好適な実施形態を示す添付図面を参照して、本発明を以下に
より詳細に説明する。しかしながら、本発明は、多くの異なる形態で具現化することがで
き、本明細書で説明される実施形態に限定されるものと解釈されるべきではなく、これら
の実施形態は、むしろ、本開示が包括的で完全となるように提供されており、当業者に本
発明の範囲を十分に伝えるためのものである。
【００３１】
　以下では、オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションのための方法及びシス
テムが、図１から図５を参照して説明される。
【００３２】
　図１は、本発明の１つの実施形態に係る、オーディオデバイス１０２のオーディオキャ
リブレーションのためのシステム１００を示す。システム１００は、オーディオ設定ユニ
ット１０４、カメラ１０６、マイクロフォン１０８、データ処理ユニット１１０、及びデ
ィスプレイ１１２を備える。
【００３３】
　マイクロフォン１０８は、オーディオ信号１１４の表現を登録するように構成される。
マイクロフォン１０８は、音声マイクロフォンである。
【００３４】
　データ処理ユニット１１０は、オーディオ信号１１４の登録された表現をフィードバッ
ク画像データに処理するように構成される。画像フィードバックデータがディスプレイ１
１２上に更に表示され、それにより、表示されたフィードバック画像データがカメラ１０
６によって取得され得る。オーディオ設定ユニット１０４は、以下で更に説明されるよう
に、カメラ１０６によって取得されるフィードバック画像データに基づいて、オーディオ
デバイス１０２のオーディオ１０２に影響を与える設定を変更するように構成される。
【００３５】
　この実施形態によると、カメラ１０６及びオーディオ設定デバイス１０４は、オーディ
オデバイス１０２に組み込まれる。このことは、独立型オーディオデバイス１０２を提供
することができるため、有利である。この実施形態では、オーディオデバイス１０２は、
ドアステーションなどの相互通信ステーション（ｉｎｔｅｒｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
　ｓｔａｔｉｏｎ）である。
【００３６】
　マイクロフォン１０８、データ処理ユニット１１０、及びディスプレイ１０８は、この
実施形態によると、周辺デバイス１１６に一体化される。周辺デバイス１１６は、手持ち
式デバイスであってもよい。周辺デバイス１１６は、例えば、マイクロフォン及びディス
プレイを備える、携帯電話、携帯情報端末、コンピュータ、タブレットコンピュータ、又
はオーディオキャリブレーションデバイスであってもよい。
【００３７】
　情報チャネルが、カメラ１０６とディスプレイ１１２との間に確立される。結果として
、オーディオデバイス１０２と周辺デバイス１１６との間のネットワークチャネルなどの
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共通チャネルの帯域幅における制約を、例えば、減少させることができる。つまり、カメ
ラ１０６及びディスプレイ１１２が設ける情報チャネルによって、周辺デバイス１１６が
、電気通信ネットワークなどの通信ネットワークを介して通信する必要がない結果となる
。通信ネットワークは、代替的に、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）などの、イン
ターネット、イントラネット、又はイーサネットによって提供されてもよい。これによっ
て、オーディオデバイス１０２と周辺デバイス１１６との間の単純でコスト効率の良い情
報交換が得られる。
【００３８】
　この実施形態によると、システム１００は、オーディオ信号１１４を発するように構成
されるラウドスピーカ１１８を更に備える。オーディオデバイス１０２が、オーディオ信
号１１４を発するためのラウドスピーカ１１８を備えることは有利である。なぜなら、こ
の同じラウドスピーカ１１８を、オーディオデバイス１０２のオーディオキャリブレーシ
ョンのため、並びにオーディオ信号をオーディオデバイス１０２の設置者及び／又はユー
ザに供給するために使用することができるためである。これによって、オーディオデバイ
ス１０２のより効率良いオーディオキャリブレーションがもたらされ得る。オーディオデ
バイス１０２が、ラウドスピーカ１１８を使用してオーディオ信号１１４の発生をもたら
すことによって、状況に応じて、好ましい且つ最適化されたオーディオ信号１１４を使用
することができる。つまり、これによって、オーディオ信号のトーンスペクトラム及びボ
リュームなどの物理特性の制御の改善を得ることができる。
【００３９】
　オーディオ信号１１４には、例えば、約２０から２０、０００Ｈｚのオーディオ周波数
範囲内の周波数が含まれてもよい。これによって、オーディオ信号１１４には、人間が聞
き取れる少なくとも１つのトーンが含まれる。オーディオデバイス１０２のオーディオキ
ャリブレーションは、結果として、聴き取り可能な周波数スパン内で提供され、オーディ
オデバイス１０２のユーザにとって適切であることができる。
【００４０】
　オーディオ信号１１４には、時間的に同時的又は連続的である複数のトーンを更に含ま
れてもよく、これによって、オーディオキャリブレーションの品質が改善されることがで
きる。オーディオ信号１１４は、キャリブレーショントーンであってもよい。
【００４１】
　オーディオ信号１１４には、オーディオ周波数の範囲外、すなわち、人間の聞き取り限
度を越えた周波数であるが、音声マイクロフォン１０８によって登録することができる周
波数が更に含まれてもよい。これは、オーディオデバイス１０２のユーザのために聴覚経
験の改善をもたらすために有利であることができる。
【００４２】
　オーディオ信号１１４には、マイクロフォン１０８が曝される、周囲音、すなわち、ラ
ウドスピーカ１１８ではない音源からの音が更に含まれてもよい。これは、例えば、オー
ディオデバイス１０２のオーディオキャリブレーションを実行するときに、オーディオデ
バイス１０２及び／又は周辺デバイス１１６の背景音が考慮され得るため、有利である。
オーディオデバイス１０２のキャリブレーションを行うときに、例えば、賑やかな通りの
音の環境を考慮してもよく、それにより、オーディオデバイス１０２のユーザは、オーデ
ィオキャリブレーションの後、オーディオデバイス１０２のラウドスピーカ１１８によっ
て発せられる音を周囲音とより良く区別することができる。これによって、聴覚経験の改
善がシステム１００によって提供される。
【００４３】
　他の実施形態によると、オーディオ信号は、周囲音のみを含んでもよい。周囲音は、オ
ーディオデバイスのキャリブレーションのために使用される。したがって、このような実
施形態では、オーディオキャリブレーションのためにオーディオ信号を発するラウドスピ
ーカは必要ない。これによって、パーツがより少ないオーディオデバイスのオーディオキ
ャリブレーションのためのシステムが提供される。
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【００４４】
　オーディオデバイス１０２は、マイクロフォン（図示せず）を更に備えてもよいことに
留意するべきである。これによって、全二重のオーディオデバイス１０２が提供されても
よい。オーディオデバイス１０２の設置者及び／又はユーザは、オーディオデバイス１０
２を介して、すなわち、そのカメラ１０６、ラウドスピーカ１１８、及びマイクロフォン
という手段によって、オーディオデバイス１０２及びオーディオデバイス１０２のオペレ
ータと通信を行うことができる。つまり、オーディオデバイス１０２によってポイントツ
ーポイント通信が可能となり、それにより、オーディオデバイス１０２に向かって話をす
るオーディオデバイス１０２の設置者及び／又はユーザの声が、オーディオデバイス１０
２から離れた場所でも聞こえる。
【００４５】
　更に図１を参照すると、データ処理ユニット１１０が、周辺デバイス１１６の一部であ
るように示される。データ処理ユニット１１０は、マイクロフォン１０８によって登録さ
れるオーディオ信号１１４の表現を処理するように構成される。オーディオ信号１１４の
登録された表現は、更にフィードバック画像データへと処理される。フィードバック画像
データは、オーディオデバイス１０２のカメラ１０６によって取得することができるよう
に、周辺デバイス１１６のディスプレイ１１２上で表示される。この利点は、更なる処理
手段を必要とせずに周辺デバイス１１６によってフィードバック画像データを提供するこ
とができることである。周辺デバイス１１６と周辺デバイス１１６の外部の他のデータ処
理ユニットとの間の通信は、結果として、フィードバック画像データを提供するために必
要ではない。オーディオデバイスの単純でコスト効率の良いキャリブレーションが提供さ
れる。
【００４６】
　しかしながら、以下で説明されるように、データ処理ユニットは、周辺デバイス１１６
の外部で構成され得ることに留意するべきである。
【００４７】
　図２は、周辺デバイス１１６のディスプレイ１１２上で実行されるフィードバック画像
データの表示を示す。この実施形態によると、フィードバック画像データは、ダイアグラ
ム２０２を表示する静止画像２００及び機器で読み取り可能なバーコード２０４を含む。
ダイアグラム２０２及びバーコード２０４は、ラウドスピーカ１１８から発せられたオー
ディオ信号１１４の、マイクロフォン１０８によって登録された表現に関する情報を提供
する。フィードバック画像データは、したがって、例えば、オーディオデバイスの設置者
及び／又はユーザに対して、単純且つ直接的に表示されてもよい。
【００４８】
　フィードバック画像データは、様々な実施形態において、例えば、「これは登録された
オーディオ信号である」或いは代替的により複雑な情報、すなわち、データ処理ユニット
によって処理される登録されたオーディオ信号に関連する情報を含む、単純な情報を含ん
でもよいことに留意するべきである。この複雑な情報は、例えば、オーディオデバイス１
０２のオーディオに影響を与える設定の変更の仕方に関する情報を含んでもよい。
【００４９】
　フィードバック画像データは、ラウドスピーカ１１８によって発せられた既定のオーデ
ィオ信号と、マイクロフォン１０８によって登録された既定のオーディオ信号の登録され
た表現との間の差異に関する情報を含んでもよい。例えば、既定のオーディオ信号のスペ
クトル特性が周辺デバイスに伝えられている場合、差異が生じることがある。既定のオー
ディオ信号は、標準化されることができる。
【００５０】
　他の実施形態によると、周辺デバイスは、オーディオデバイスから発せられるべきオー
ディオ信号のスペクトル特性に関連する情報をオーディオデバイスに供給することができ
る。
【００５１】
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　周辺デバイスに対してアクセスを有するオーディオデバイスの設置者及び／又はユーザ
は、効果的な態様で、フィードバック画像データに更にアクセスすることができる。オー
ディオデバイス１０２の設定者は、表示された静止画像２００に基づいて、オーディオデ
バイス１０２のキャリブレーション状態に関する知識を得ることができる。表示された静
止画像２００のダイアグラム２０２は、例えば、オーディオデバイスのキャリブレーショ
ン１０２の状況が、発せられたオーディオ信号１１４のスペクトル特性とオーディオ信号
１１４の登録された表現とが既定の許容誤差範囲内で一致する状況であることを示す場合
がある。このような場合、オーディオデバイス１０２の更なるキャリブレーションが必要
でない場合がある。
【００５２】
　しかしながら、別の状況では、オーディオデバイス１０２の設置者は、表示された静止
画像２００によって、オーディオデバイス１０２の更なるキャリブレーションが必要であ
ることを認識させられる場合がある。代替的に、オーディオ設定ユニット１０４は、取得
され且つ表示される静止画像２００に基づいて、オーディオデバイス１０２の更なるキャ
リブレーションが必要であるかどうかを決定する場合がある。
【００５３】
　表示されたフィードバック画像データは、オーディオデバイス１０２に関連して、周辺
デバイス１１６、すなわち、周辺デバイス１１６のマイクロフォン１０８及び／又はディ
スプレイ１１２をどこに位置決めするかに関する情報を、オーディオデバイス１０２の設
置者及び／又はユーザに対して、提供することができる。オーディオデバイスのキャリブ
レーション１０２は、したがって、オーディオデバイス１０２の動作にとって適切であり
得るオーディオデバイス１０２の周辺の特定位置で実行されてもよい。周辺デバイス１１
６は、例えば、オーディオデバイス１０２の設置者及び／又はユーザが、オーディオデバ
イス１０２に関連して位置する可能性のある位置に配置されてもよい。周辺デバイス１１
６は、更に、オーディオデバイス１０２のキャリブレーションの改善が得られるように種
々の位置に配置してもよい。このことは、オーディオデバイス１０２又はそのパーツが遮
られるかどうかによって、オーディオデバイスの設置者及び／又はユーザが、オーディオ
デバイス１０２に関連して種々の位置に位置することができるため、有利である。オーデ
ィオに影響を与える設定を直接変更することを妨げる可能性がある、オーディオデバイス
１０２の設置者及び／又はユーザから離れるように配置されるオーディオデバイス１０２
又はそれらのパーツに関連する問題が更に軽減され、それにより、オーディオデバイスの
オーディオに影響を与える設定の効率良い変更がもたらされる。
【００５４】
　静止画像２００は、カメラ１０６によって取得されるフィードバック画像データを効率
良く提供するように構成される。オーディオ設定ユニット１０４は、カメラ１０６によっ
て取得されたフィードバック画像データに基づいて、オーディオデバイス１０２のオーデ
ィオに影響を与える設定を変更してもよい。静止画像２００の、機器で読み取り可能なバ
ーコード２０４は、オーディオデバイス１０２のカメラ１０６によって効率良く取得する
ことができる、単純で直接的な画像を提供する。フィードバック画像データを表示する追
加手段が必要ないため、オーディオデバイス１０２をキャリブレーションするための、単
純でコスト効率の良い方法が提供される。
【００５５】
　他の実施形態によると、フィードバック画像データは、ＱＲコード、バーコード、テキ
スト、及びダイアグラムのうちの少なくとも１つを含んでもよい。これによって、明確で
分かりやすいフィードバック画像データを提供することができる。オーディオ信号の登録
された表現が、明瞭且つ単純に提示される。
【００５６】
　他の実施形態によると、フィードバック画像データは、ビデオシーケンスを含んでもよ
い。
【００５７】
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　図３は、本発明の別の実施形態に係る、ディスプレイ１１２上に表示されるフィードバ
ック画像データを示す。フィードバック画像データは、静止画像３００として提示され、
オーディオデバイスのオーディオに影響を与える設定の変更の仕方の表現を含む。静止画
像３００は、クイックレスポンスコード（ＱＲコード）３０２として表示されるフィード
バック画像データを含む。一例として、ＱＲコード３０２は、「ボリュームを５まで上げ
る」という指示を表示し、更にディスプレイ１１２上でテキスト３０４として表示される
。この指示は、オーディオ信号１１４の登録された表現を処理した結果生じるものであり
、これによって、フィードバック画像データには、カメラ１０６によって取得され得る、
オーディオデバイスのオーディオに影響を与える設定の変更の仕方の表現が含まれる。
【００５８】
　フィードバック画像データを取得した後、オーディオデバイス１０２のオーディオ設定
ユニット１０４は、指示に基づいて、オーディオデバイス１０２のオーディオに影響を与
える設定を変更する場合がある。これによって、フィードバック画像データに基づいて、
オーディオデバイス１０２のオーディオに影響を与える設定の変更の仕方の表示を提供す
る効率の良いチャネルを提供することができる。オーディオに影響を与える設定の変更の
仕方に関する指示を提供することによって、オーディオデバイス１０２の効率の良いオー
ディオキャリブレーションが達成され、オーディオデバイス１０２によって、望ましいオ
ーディオ経験を提供することができる。
【００５９】
　図４は、本発明の別の実施形態に係る、オーディオデバイス４０２のオーディオキャリ
ブレーションのためのシステム４００を示す。システム４００は、オーディオ設定ユニッ
ト４０４、カメラ４０６、マイクロフォン４０８、複数のデータ処理ユニット４２０、４
２２、４３０、及びディスプレイ４１２を備える。カメラ４０６及びオーディオ設定デバ
イス４０４は、オーディオデバイス４０２内に含まれる。システム４００は、オーディオ
信号４１４を発するように構成されるラウドスピーカ４１８を更に備える。
【００６０】
　マイクロフォン４０８及びディスプレイ４０８は、周辺デバイス４１６内に含まれる。
【００６１】
　データ処理ユニット４３０は、周辺デバイス４１６の外部に配置される。データ処理ユ
ニット４３０は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、インターネット、又は電気通
信ネットワークなどの通信ネットワーク４４０内に位置してもよい。これによって、オー
ディオ信号４１４の登録された表現に関連するデータなどのデータを周辺デバイス４１６
が処理するための要件が緩和される。
【００６２】
　データ処理ユニット４２０及び４２２によって例示されるように、オーディオデバイス
４０２及び／又は周辺デバイス４１６は、データ処理ユニットを更に備える。オーディオ
デバイス４０２のデータ処理ユニット４２０は、オーディオ設定ユニット４０４がオーデ
ィオデバイス４０２のオーディオに影響を与える設定の変更の仕方に関する入力データを
受信するように、カメラ４０６によって取得される、ディスプレイ４１２上で表示される
フィードバック画像データを処理するように構成されてもよい。オーディオデバイス４０
２のデータ処理ユニット４２０は、フィードバック画像データを処理するように更に構成
されてもよく、それによって、オーディオデバイス４０２のオーディオ設定の変更の仕方
を決定する。これによって、例えば、更に処理ユニット４３０が周辺デバイス４１６に一
時的に接続されていなくても、効率の良いオーディオキャリブレーションが可能となる。
【００６３】
　周辺デバイス４１６のデータ処理ユニット４２２及びデータ処理ユニット４３０は、合
同で又は個別に、オーディオ信号の登録された表現をフィードバック画像データへと処理
するか、及び／又は、フィードバック画像データをディスプレイ４１２上で表示すること
ができる。
【００６４】
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　他の実施形態によると、オーディオデバイス４０２のデータ処理ユニット４２０及び通
信ネットワーク内に含まれる追加的なデータ処理ユニット（図示せず）は、合同で又は個
別に、カメラ４０６によって取得されるフィードバック画像データに基づいて、オーディ
オデバイス４０２のオーディオに影響を与える設定を変更するためのデータ入力値を提供
するか、及び／又は、取得されたフィードバック画像データを処理して、オーディオデバ
イス４０２のオーディオ設定の変更の仕方を決定することができる。
【００６５】
　図５を参照すると、オーディオデバイスのオーディオキャリブレーションのための方法
５００が例示される。この方法５００は、オーディオ信号の表現をマイクロフォンによっ
て登録するステップ（５０２）、データ処理ユニットによって、オーディオ信号の登録さ
れた表現をフィードバック画像データへと処理するステップ（５０４）、フィードバック
画像データをディスプレイ上で表示するステップ（５０６）、ディスプレイ上に表示され
るフィードバック画像データをカメラによって取得するステップ（５０８）、及びカメラ
によって取得されたフィードバック画像データに基づいて、オーディオデバイスのオーデ
ィオに影響を与える設定を変更するステップ（５１０）を含む。
【００６６】
　方法５００を使用する機能及び利点は、オーディオデバイスのキャリブレーションのた
めのシステムに関連して以上で説明されている。過度の繰返しを避けるために、以上の記
載が参照される。
【００６７】
　当業者は、本発明は、決して上述の好適な実施形態に限定されないことを認識するであ
ろう。逆に、添付の特許請求項の範囲内の多くの修正例及び変形例が可能である。
【００６８】
　オーディオシステムは、ネットワークを介してオーディオデバイスに接続されるラウド
スピーカ（図示せず）を備えてもよい。ラウドスピーカは、したがって、オーディオデバ
イスに遠隔的に接続されてもよい。これによって、様々な状況のために構成され得るモジ
ュラーオーディオデバイス（ｍｏｄｕｌａｒ　ａｕｄｉｏ　ｄｅｖｉｃｅ）を提供するこ
とができる。ラウドスピーカは、例えば、望まれる聴覚経験によって、容易に交換するこ
とができる。オーディオシステムは、更に幾つかのラウドスピーカを備えてもよい。
【００６９】
　カメラ及びディスプレイは、更に、オーディオデバイスのオーディオキャリブレーショ
ンのための方法の多用途性を単純化且つ拡大する種々のネットワークチャネル又はネット
ワークに属してもよい。
【００７０】
　オーディオデバイスは、ドアステーションであってもよい。
【００７１】
　加えて、図面、開示内容、及び添付の特許請求項を精査することにより、特許請求され
る本発明の実施において、当業者が、開示された実施形態の変形例を理解し実行すること
が可能である。「備える／含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という語は、他の要素又はス
テップを除外するものではなく、「１つの（ａ又はａｎ）」などの不定冠詞は複数を除外
しない。ある特定の測定値が互いに異なる独立請求項に記されるという事実は、利益をも
たらすためにこれらの測定値の組み合わせを使用できないことを示すものではない。
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